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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第72期

第３四半期

連結累計期間

第73期

第３四半期

連結累計期間

第72期

会計期間
自　2018年１月１日

至　2018年９月30日

自　2019年１月１日

至　2019年９月30日

自　2018年１月１日

至　2018年12月31日

売上高 （千円） 3,933,882 4,172,908 5,265,440

経常利益 （千円） 234,987 348,112 195,377

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

（千円） 166,468 228,082 137,581

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 161,928 225,690 100,986

純資産額 （千円） 2,988,509 3,099,181 2,927,479

総資産額 （千円） 4,826,539 4,840,767 4,702,420

１株当たり四半期（当期）純利益
金額

（円） 93.80 128.53 77.52

潜在株式調整後１株当たり四半期
（当期）純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 60.9 63.0 61.3
 

 

 

回次

第72期

第３四半期

連結会計期間

第73期

第３四半期

連結会計期間

会計期間
自　2018年７月１日

至　2018年９月30日

自　2019年７月１日

至　2019年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 33.20 40.46
 

 

(注)  １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

４　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営指

標等については、当該会計基準を遡って適用した後の指標等となっております。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 （１）財政状態及び経営成績の状況

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連結会

計期間の期首から適用しており、財政状態の状況については当該会計基準等を遡って適用した後の数値で前連結会計

年度との比較・分析を行っております。

 
　①経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益並びに雇用の改善がみられる一方で、海外経済の不確

実性、金融資本市場の変動等、先行き不透明な状況が続いております。

　このような状況のもと、当社グループは、積極的な営業活動に取り組み、技術開発力の強化、経費の削減等諸施策

を展開いたしました結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高41億72百万円（前年同期比6.1％増）、経常利

益は３億48百万円（同48.1％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は２億28百万円（同37.0％増）となりまし

た。

 

セグメントの業績を示すと次のとおりです。

（鋼製品関連事業）

鋼製品関連事業の売上高は10億33百万円（前年同期比7.2％減）、営業利益は98百万円（前年同期比17.6％減）と

なりました。耐火金庫では指紋・静脈認証耐火金庫に次いで最もセキュリティーを強化した虹彩・顔認証耐火金庫

を新発売いたしました。また、操作履歴機能付指紋認証キーボックス等高付加価値製品の販売促進等積極的な営業

展開に努めましたが、前年同期実績を下回りました。

（デンタル関連事業）

デンタル関連事業の売上高は13億43百万円（前年同期比18.1％増）、営業利益は１億27百万円（前年同期比

55.6％増）となりました。新規ユニットの市場投下効果による新規需要の取込み及び買替需要に対する営業活動等

積極的に展開いたしました結果、前年同期実績を上回りました。

（書庫ロッカー関連事業）

書庫ロッカー関連事業の売上高は14億74百万円（前年同期比7.7％増）、営業利益は１億69百万円（前年同期比

93.9％増）となりました。札幌工場・川島工場の生産性向上、新商品開発及び提案活動等に努めました結果、前年

同期実績を上回りました。

（ＯＡフロア関連事業）

ＯＡフロア関連事業の売上高は79百万円（前年同期比15.4％減）、営業利益は６百万円（前年同期比13.0％増）

となりました。

（不動産賃貸関連事業）

不動産賃貸関連事業の売上高は１億62百万円（前年同期と同額）、営業利益は１億31百万円（前年同期比0.2％

増）となりました。

（その他）

その他の売上高は80百万円（前年同期比37.2％増）、営業利益は19百万円（前年同期比32.5％増）となりまし

た。
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　②財政状態の状況

当第３四半期連結会計期間末の総資産は48億40百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億38百万円増加しまし

た。

（流動資産）

流動資産は27億96百万円となり、前連結会計年度末に比べ、現金及び預金の増加33百万円、受取手形及び売掛金

の増加１億48百万円等により、１億78百万円増加しました。

（固定資産）

固定資産は20億44百万円となり、前連結会計年度末に比べ、有形固定資産の減少55百万円、退職給付に係る資産

の増加20百万円等により、39百万円減少しました。

（流動負債）

流動負債は15億９百万円となり、前連結会計年度末に比べ、支払手形及び買掛金の減少１億38百万円、賞与引当

金の増加１億６百万円、未払法人税等の増加１億１百万円等により、５百万円増加しました。

（固定負債）

固定負債は２億32百万円となり、前連結会計年度末に比べ、繰延税金負債の減少40百万円等により、38百万円減

少しました。

（純資産）

純資産は30億99百万円となり、前連結会計年度末に比べ、利益剰余金の増加１億74百万円等により、１億71百万

円増加しました。

 
 

 （２）経営方針・経営戦略等

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

 
 （３）事業上及び財務上の対処すべき問題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

 
 （４）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間において支出した研究開発費の総額は１億43百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 7,100,000

計 7,100,000
 

 
② 【発行済株式】

 

種類

第３四半期会計期間末

現在発行数(株)

(2019年９月30日)

提出日現在

発行数(株)

(2019年11月14日)

上場金融商品取引所名

又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 1,776,000 1,776,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数
100株

計 1,776,000 1,776,000 － －
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日

発行済株式

総数増減数

(千株)

発行済株式

総数残高

(千株)

資本金増減額

 
(千円)

資本金残高

 
(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

2019年９月30日 － 1,776 － 1,090,800 － 64,000
 

 
(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（2019年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

① 【発行済株式】

2019年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

1,400 － －
  普通株式

完全議決権株式（その他） 普通株式 1,771,800 17,718 －

単元未満株式 普通株式 2,800 － －

発行済株式総数  1,776,000 － －

総株主の議決権  － 17,718 －
 

（注）1.「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が200株(議決権２個)含まれて

おります。

2.「単元未満株式」には、当社所有の自己株式10株が含まれております。

② 【自己株式等】

2019年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）      

日本アイ・エス・
ケイ株式会社

東京都台東区

元浅草2-7-13
1,400 － 1,400 0.08

計 － 1,400 － 1,400 0.08
 

 
２ 【役員の状況】

　　　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当第３四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2019年７月１日から2019年

９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（2019年１月１日から2019年９月30日まで）の四半期連結財務諸表につ

いて、監査法人日本橋事務所による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2018年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 929,479 962,484

  受取手形及び売掛金 ※2  1,412,178 ※2  1,560,892

  電子記録債権 26,646 43,564

  商品及び製品 110,827 96,714

  仕掛品 13,997 18,866

  原材料 122,949 110,694

  その他 2,548 3,481

  流動資産合計 2,618,628 2,796,697

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 390,866 366,146

   機械装置及び運搬具（純額） 194,117 163,231

   土地 980,731 980,731

   その他（純額） 10,032 10,248

   有形固定資産合計 1,575,747 1,520,357

  無形固定資産   

   ソフトウエア 4,079 2,470

   無形固定資産合計 4,079 2,470

  投資その他の資産   

   投資有価証券 144,086 140,575

   退職給付に係る資産 275,610 296,208

   敷金及び保証金 83,957 84,147

   その他 310 310

   投資その他の資産合計 503,964 521,240

  固定資産合計 2,083,791 2,044,069

 資産合計 4,702,420 4,840,767
 

 

EDINET提出書類

日本アイ・エス・ケイ株式会社(E01656)

四半期報告書

 8/17



 

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2018年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※2  938,098 ※2  799,652

  未払金 153,111 114,138

  未払法人税等 30,592 131,968

  未払消費税等 46,499 42,780

  賞与引当金 52,152 158,722

  その他 283,154 261,918

  流動負債合計 1,503,609 1,509,181

 固定負債   

  繰延税金負債 153,194 112,197

  役員退職慰労引当金 56,900 60,660

  その他 61,238 59,547

  固定負債合計 271,332 232,404

 負債合計 1,774,941 1,741,585

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,090,800 1,090,800

  資本剰余金 64,000 64,000

  利益剰余金 1,695,031 1,869,876

  自己株式 △2,438 △2,438

  株主資本合計 2,847,392 3,022,237

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 34,369 28,648

  その他の包括利益累計額合計 34,369 28,648

 非支配株主持分 45,717 48,295

 純資産合計 2,927,479 3,099,181

負債純資産合計 4,702,420 4,840,767
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自　2018年１月１日
　至　2018年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2019年１月１日
　至　2019年９月30日)

売上高 3,933,882 4,172,908

売上原価 2,831,339 2,964,431

売上総利益 1,102,542 1,208,477

販売費及び一般管理費 895,061 879,712

営業利益 207,480 328,765

営業外収益   

 受取利息 0 0

 受取配当金 2,875 3,166

 作業くず売却益 16,216 12,834

 補助金収入 6,095 －

 その他 2,319 3,454

 営業外収益合計 27,507 19,455

営業外費用   

 手形売却損 － 108

 営業外費用合計 － 108

経常利益 234,987 348,112

税金等調整前四半期純利益 234,987 348,112

法人税、住民税及び事業税 111,607 155,173

法人税等調整額 △46,228 △38,472

法人税等合計 65,379 116,701

四半期純利益 169,608 231,410

非支配株主に帰属する四半期純利益 3,139 3,328

親会社株主に帰属する四半期純利益 166,468 228,082
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自　2018年１月１日
　至　2018年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2019年１月１日
　至　2019年９月30日)

四半期純利益 169,608 231,410

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △7,679 △5,720

 その他の包括利益合計 △7,679 △5,720

四半期包括利益 161,928 225,690

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 158,788 222,361

 非支配株主に係る四半期包括利益 3,139 3,328
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

(追加情報)

(「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用)

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の

区分に表示しております。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

１　受取手形割引高

 

 前連結会計年度
（2018年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
（2019年９月30日)

受取手形割引高 200,029千円 100,021千円
 

 

※２　四半期連結会計期間末日満期手形

 

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。なお、

前連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の期末日満期手形が、前連結会計年度末残高に含まれて

おります。

 前連結会計年度

（2018年12月31日)

当第３四半期連結会計期間

（2019年９月30日)

受取手形 11,678千円 －千円

支払手形 109,315千円 －千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 前第３四半期連結累計期間

(自　2018年１月１日

 至　2018年９月30日)

当第３四半期連結累計期間

(自　2019年１月１日

 至　2019年９月30日)

減価償却費 72,585千円 62,916千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間（自　2018年１月１日　至　2018年９月30日）

 

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年３月29日

定時株主総会
普通株式 53,240 3.00 2017年12月31日 2018年３月30日 利益剰余金

 

（注）2018年７月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。「１株当たり配当額」につ

きましては、株式併合前の実際の金額を記載しております。

 
２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３　株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間（自　2019年１月１日　至　2019年９月30日）

 

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年３月28日

定時株主総会
普通株式 53,237 30.00 2018年12月31日 2019年３月29日 利益剰余金

 

 

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３　株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自 2018年１月１日 至 2018年９月30日）

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 

報告セグメント

その他

（注）1
合計

調整額

（注）2

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）3

鋼製品

関連事業

デンタル

関連事業

書庫ロッカー

関連事業

ＯＡフロア

関連事業

不動産賃貸

関連事業
計

売上高           

1.外部顧

客への

売上高

1,113,124 1,137,336 1,369,078 93,613 162,270 3,875,423 58,458 3,933,882 － 3,933,882

2.セグメ

ント間

の内部

売上高

又は振

替高

－ － 8,767 － 2,484 11,251 － 11,251 △11,251 －

計 1,113,124 1,137,336 1,377,846 93,613 164,754 3,886,675 58,458 3,945,133 △11,251 3,933,882

セグメン

ト利益
119,541 81,948 87,524 5,472 130,808 425,294 14,817 440,112 △232,632 207,480

 

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、工具の販売等を行っております。

２ セグメント利益の調整額△232,632千円は、主に各報告セグメントに配分していない全社費用であり、報告

セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 
２.報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自 2019年１月１日 至 2019年９月30日）

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 

報告セグメント

その他

（注）1
合計

調整額

（注）2

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）3

鋼製品

関連事業

デンタル

関連事業

書庫ロッカー

関連事業

ＯＡフロア

関連事業

不動産賃貸

関連事業
計

売上高           

1.外部顧

客への

売上高

1,033,142 1,343,141 1,474,910 79,241 162,270 4,092,705 80,203 4,172,908 － 4,172,908

2.セグメ

ント間

の内部

売上高

又は振

替高

－ － 18,616 － 2,484 21,100 － 21,100 △21,100 －

計 1,033,142 1,343,141 1,493,526 79,241 164,754 4,113,805 80,203 4,194,009 △21,100 4,172,908

セグメン

ト利益
98,472 127,523 169,706 6,182 131,041 532,926 19,631 552,557 △223,792 328,765

 

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、工具の販売等を行っております。

２ セグメント利益の調整額△223,792千円は、主に各報告セグメントに配分していない全社費用であり、報告

セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 
２.報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2018年１月１日

　至　2018年９月30日)

当第３四半期連結累計期間

(自　2019年１月１日

　至　2019年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額（円） 93.80 128.53

  （算定上の基礎）   

 親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 166,468 228,082

  普通株主に帰属しない金額（千円） － －

 普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額（千円）

166,468 228,082

  普通株式の期中平均株式数（千株） 1,774 1,774
 

（注）1.潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

日本アイ・エス・ケイ株式会社(E01656)

四半期報告書

16/17



独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2019年11月14日

日本アイ・エス・ケイ株式会社

取締役会  御中

 

監査法人日本橋事務所
 

 

指 定 社 員

業務執行社員
 公認会計士 山　 村　 浩 太 郎 ㊞

 

 

指 定 社 員

業務執行社員
 公認会計士 遠　　藤　　洋　　一 ㊞

 

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本アイ・エ

ス・ケイ株式会社の2019年１月１日から2019年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2019年７月１

日から2019年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（2019年１月１日から2019年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について

四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運営することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本アイ・エス・ケイ株式会社及び連結子会社の2019年９月30日

現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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